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第 72 回上宮川ワンコインシアター
「ジェーン・エア」Jane Eyer

自分の道を貫く主人公ジェーンの波乱の物語

（1944 年 / アメリカ / モノクロ / 日本語字幕版）

■日時　６月 18 日（木）午前 10 時～ / 午後１

時 30 分 ～【96 分 】■会場　上宮川文化セ

ンター３階ホール■定員　各回150 人■料金
500円（小学生以下無料・当日券のみ）■問い合
わせ　上宮川文化センター☎22-9229

ゼミ学生と制作した『ジェンダーギャップを考えるカ

ルタ』を題材に、日常にある性別役割分担や無意識

の偏見（アンコンシャス・バイアス）について、家事・

育児・介護など身近な例を通して分かりやすくお話し

します。また、「介護」「孤立」「家庭内の負担」といった

シニア世代に身近な課題にも触れながら、男女共同

参画を人権の視点から一緒に考えます。

■日時　６月19日（金）午前10時～11時

30分■会場　市民センター401室■定員
　90人■講師　末吉洋文氏（帝塚山大学法学

部教授）■申し込み　当日直接会場へ■問
い合わせ　公民館☎35-0700

人権セミナー『ジェンダーギャップを考える
カルタ』で読み解く、暮らしの中の人権
―家事・介護・地域活動は誰が支えてきたのか―

申込フォーム

第 82 回ふれ愛シネサロン
人権啓発映画会「木の上の軍隊」

1945 年沖縄―終戦を知らずに２年間、

ガジュマルの木の上で生き抜いた日本

兵の実話に基づく物語。

■日時　７月４日（土）午前 10時～ /

午後１時 30分～（30 分 前 開場 )■会
場　上宮川 文 化センター３ 階 ホー

ル■定員　各回150 人（一時保育あり・６カ月～未就学児・３人・６月

26 日までに要予約）■申し込み　６月１日～26 日に申込フォームまたは電

話（日曜除く）で。■問い合わせ　人権・男女共生課☎38-2055

©2025「⽊の上の軍隊」製作委員会

申込フォーム

広報あしや　２０２６. ６

■会場　市民センター401室■定員　各先
着90人■費用　各1,000円（２回分）■申し
込み　往復はがき（①講座名②住所③氏 名
④電話番号を記入）またはホームページ内の
申込フォームで。〈市民の方は６月１日（月）
午前９時から、市外の方は６月15日（月）から
申し込みができます。※自動返信のメール
が、受講案内となっています。必ず申込当日
か翌日に確認してください。

■�日時＆内容　８月27日（木）遠藤周作「反逆」
　９月10日（木）菊池寛「忠直卿行状記」・午前10時～11時30分
■講師　箕野聡子氏（神戸海星女子学院大学 教授）　

問い合わせ　
公民館☎35-0700（〒659-0068業平町8-24
市民センター内　公民館宛）

ホームページ

■�日時＆内容　７月９日( 木)「韓国の生活文
化：日常生活・食文化・趣味と娯楽」/７月23日 
(木)「韓国の人間関係：似ているようで違う
付き合い方」 ・午前10時～11時30分
■講師	山泰幸氏（関西学院大学 人間福祉
　学部長・教授）	

ホームページ

夏の公民館講座夏の公民館講座

内閣府は毎年６月23日～29日を「男女共同参画週間」と定めており、本市もこれ

に合わせ映画上映会を実施します。

■日時　 ６ 月27日（ 土 ）午 前10 時 ～/午 後

１ 時30 分～（30 分 前 開場）■定員　各回先

着40人（一時保育あり１人300 円・各回５人・

要予約）■申し込み　６月１日午前９時〜申

込フォームで。※難しい場合は電話（日曜除

く）で。■会場＆問い合わせ　男女共同参画セ

ンターウィザスあしや☎38-2023

芦屋市男女共同参画週間事業
映画 「マリッジカウンセラー」

©2022
「マリッジカウンセラー」フィルムパートナーズ

末吉洋文氏

ホームページ

福祉センターエントランス・
　　　　　　   コンサート part138

「Afternoon Jazz Lounge（アフタヌーン・ジャズ・ラウンジ）」～スタン

ダードから童謡まで～【曲目】：シェルブールの雨傘・あめふり（童謡）・

星影のステラ他

■日時　６月28日（日）午後２時～

■会場　保健福祉センターエントラ

ンスホール（車でのご来場はお控え

ください）■出演　Ashiya Miyagawa 

Jazz Trio（芦屋宮川ジャズトリオ）・

津上信子（フルート）・安田皓誠（ピア

ノ）・甲斐正樹（コントラバス）■ 問い
合わせ　福祉センター☎31-0612

富田砕花旧居の企画展　砕花の「遺書」
『万一の場合』より「長いこと有りがた
かった、心からお礼を言う。」
富田砕花は昭和 59 年 10 月 17 日夜、「ホーッ！気持ちい

いんだよ」と言葉を残し、93 歳で亡くなりました。今回

の展示では、砕花の「遺書」を紹介します。「万一の場

合開封のこと」と記された遺書には、文学への志を貫

けたことや友人への感謝、清貧の暮らし、死への想い

が綴られています。あわせて、

入退院を繰り返していた当時の心境を平易な言葉

で詠んだ短歌『玄々鈔』（昭和 56 年）から数首を

紹介します。

■期間　～９月27日までの開館日■会場　富田砕花旧居■問い合わせ　

国際文化推進課☎38-2115

遺書

富田砕花

■�日時＆内容　８月28日（金）仏教の受容と展開
　９月25日（金）聖徳太子の仏教観と国家仏教の形成
　午前10時～11時30分
■講師　貫名譲氏（大阪大谷大学 文学部教授）	

①韓国社会講座  知ってびっくり！韓国再発見
　─現代の暮らしと人びとの文化─

②近現代文学講座  関西文化に育まれた文学  
　～近現代作家が描く歴史小説～

③日本史講座  日本仏教の歴史
　―仏教伝来から国家仏教の形成まで―


